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うなイメージで 20～ 30 年来ているわけです。
　「畿内」という言葉が適当かどうかわかりませ
んが、畿内周辺の農村集落と東国の農村集落は
どうなのか。これについては 1990 年にシンポジ
ウムを開催しました。以来 20 年間、開催してい
ません。シンポジウム当時、最前線におられた方
たちの多くが退職されたりしているので、根本的
なことも少し見直しています。例えば、関西のと
ある先生は「武士団に収奪されているのが東国の
農村だ」と冗談半分に言っておられますが、これ
はかなり当たっているのではないか、と実は私も
思っています。関西から東日本や東北の農村集落
の遺跡へ行ったら、何もないわけです。あるのは、
土師器の皿と中国陶磁ぐらいです。中国陶磁なん
て、あてになりません。それで、急に平泉や鎌倉
などの都市遺跡がドカンと出現するというのが東
日本の状況ではないでしょうか。また、西日本で
も、草戸千軒町遺跡ではたくさん出てくる。『中
世都市研究』の最新号を買いましたが、「都市と
はどういうものか」ということに改めて取り組ん
でおられますが、私は「都市といわれたら、どん
なんが都市かいな」という感じでいますが、考え
方はよくわかりました。
　それで、中野さんなり八重樫さんのように、「常
滑や渥美がたくさん出てくるところは都市、ある
いは都市的な場」というふうな目安として捉える
のであれば、話は単純でいいと思います。私はこ
れまで中世の土器や陶磁器について考えるとき
は、「在地土器」、「広域流通品」、「貿易陶器」と
いう分け方をしています。それをまた「広域流通
品 1」、「広域流通品 2」というふうに分けて、常
滑のようなものは「広域流通品 1」にするなり、
東播系須恵器は「広域流通品 2」とするなり、そ
ういう分類をしていく方法も可能です。仮に、常
滑の出てくるところは、より都市的なところで、
東播系の多いところは少し下位レベルの遺跡とい
うふうに考えていくことも可能だろうと思いま
す。そのように取り組むべきだろうと思いました。
　本日は、中野さんが集成されたデータを拝見し
ました。来月、私どもの中世土器研究会では流通
問題をテーマに研究会をするのですが、「常滑な
どの広域流通品からみた流通拠点を抽出した論文
はない」と書きました。これは早速訂正しなけれ
ばなりません。
　中野さんが報告のなかで、「備前は室町幕府だ」
とおっしゃいました。西日本にいる私としては、
口が裂けても言ってはいけないことを聞かせてい
ただきました。私も、備前の生産や流通の背景に
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は室町幕府と細川が大きな影響をもったと思いま
す。それと同じようなことがおそらく常滑、渥美
にもあり、鎌倉幕府や得宗ということになると思
います。私の個人的な興味の範囲で調べていたら、
淀川流域など、重要な川湊などは必ず得宗が押え
ています。私の住んでいる高槻市の向かい側の枚
方市川湊は確実に得宗が押えています。伊加賀郷
というところがありますが、幕府御家人の土屋氏
が送り込まれています。こういうことを 18 年前
にわれわれが安易に言うと、脇田先生から注意さ
れたでしょうが、今はそこまで厳密なことを言え
るだけの材料が揃ってきたように思います。皆さ
んに負けないように、西日本の方でも常滑の資料
を集めてみます。ありがとうございました。
【福岡】　ありがとうございました。まだまだご発
言いただきたい方がたくさんいらっしゃいます
が、そろそろ締めなければならない時間になりま
した。前回のシンポジウムは本になっているわけ
ですが、その 18 年前の基調報告者のお一人だっ
た赤羽さんが会場にいらっしゃいます。渥美窯が
なぜあの時期に衰退していくのか、常滑では大甕
が作られていくのかということについて、あのと
きに赤羽さんは一つの仮説を出しておられます。
それをまだ維持されているかどうかも含めて、本
日の全体の報告についてお感じになったことをお
話しいただきたいと思います。
●渥美、常滑、瀬戸の焼物は、互いに響きあっ
ている
【赤羽】　ご紹介いただきました、赤羽です。シー
ラカンスみたいな存在ですが、18 年経って、改
めてこういうシンポジウムに出てみると、隔世の
感があります。ということは、その間、私は勉強
していないということなんですが…。
　本日のタイトルは「中世渥美・常滑焼をおって」
ということですが、もう一つ、瀬戸を加えて、「渥
美、常滑、瀬戸」を「響きあう焼物」と私は考え
ています。先ほど「楢崎彰一先生の呪縛」とおっ
しゃいましたが、私も楢崎先生の教えを受けた一
人ですが、やはり中世 12 世紀にいたっては農業
の発展、地方都市の形成、あるいは新・旧仏教の
流行ということが焼物の発展に大きな影響を与え
ていることは、その後の勉強のなかで確かにそう
いうこともあると感じました。そのなかで、やは
り渥美と常滑と瀬戸をセットで考えていくことが
必要だと思いました。
　そのなかで、一番のポイントとなるのは、瀬戸
の登場だと私は思います。瀬戸の焼物が誕生した
ことによって、他の渥美や常滑が大きな影響を受
けたと思います。瀬戸が登場する前は、渥美や常
滑は古代的な様相を持った、例えば灰釉技法とか、
あるいは独特な器種を受け継いできている焼物で
した。ところが、中世唯一の施釉陶器であり、な
おかつ中国写しの可飾技術、いろいろな文様を表
面に施すという新しい技術を持った瀬戸が新たに
登場することにより、渥美や常滑は大きな変化を
強いられたと思います。その一つの結果が、特殊
な古代的な様相を瀬戸に奪われるわけですから、
渥美や常滑はいわゆる中世的な日用用具としての
立場に転換せざるを得ないということ。そうする
と逆に、常滑と渥美というのは同じような道を歩
まざるを得なくなる、ある意味では「競合関係に
陥る」というわけです。瀬戸が登場する前は一種
の共存が成り立っていたわけですが、瀬戸が登場
することで一気に競合関係に突入していくという
ふうに思います。
　そのなかで、渥美と常滑を分けたのは、「土」
の違いだと思います。18 年前に申し上げたかど
うかが記憶にないのですが、数年前に亡くなった
渥美半島の小野田勝一先生を記念した論文で、「渥
美の土と常滑の土の持っている大きな違いが、両
者の運命を分けたのではないか」ということを書
きました。非常に大型の甕を難なく作ることので
きた常滑の土に比べて、渥美も大型のものを作っ
ているけれど長続きはしなかったわけです。苦心
して作っているけれど、やはり土の制約には勝て
なかったということを改めて思います。そういう
常滑と渥美というのは、両方が消費経済のなかで
商品として成り立つには、やはりコスト等の問題
もあったでしょうが、品質の問題から渥美は脱落
していったというふうに思います。そのあと残る
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のは瀬戸と常滑ですから、それもやはり土の違い
だと思います。土の違いが製品の違いで、逆にい
うと、お互いに共存関係、お互いに違う焼物を作
りあって、それこそ今日に至っていると見ること
ができるのではないでしょうか。その点では、本
日、瀬戸の藤澤さんに来ていただいて、渥美と常
滑と瀬戸という３つの焼物をお互いに揉み合うと
いう意味では、非常に有益なシンポジウムであっ
たと思います。そういう印象を受けました。あり
がとうございました。
【福岡】　期せずして、このシンポジウムをまとめ
ていただきました。
　本当はまだいろいろお話ししたいことがありま
す。中野さんとはいつも、伊勢瓶子の問題なんか
についてもいろいろと議論しています。実は、瓶
子とか甕とか壺というのが、「鎌倉遺文」でどれ
だけ出てくるか、昨日インターネットで一所懸命
調べました。今や、東大史料編纂所のホームペー
ジから、さっと出てくるわけです。私の学生時代
はコピーもなかったので、全部手書きしたもので
す。そんな時代から見ると、非常に便利になりま
した。皆さんも最近は情報収集に強くなっておら
れます。こうした情報はスマホでも取れますので、
またご活用いただきたいと思います。
　さて、本当はパネリストの皆さんにもう一言ず
つご発言をお願いしたいところですが、ぎりぎり
の時間になってしまいました。たいへん内容豊か
なお話を多々いただきましたので、これからもう
一度私も勉強して、また10年後を目指して頑張っ
てまいりたいと思います。それをまとめの言葉と
させていただきます。本日は、ありがとうござい
ました。

